
ごみの分け方・出し方〈学生用〉金沢大学版

注意事項を守り、きちんと分別して捨てましょう。　

ごみ箱はいつも清潔にしておきましょう。　

指定されたごみ箱以外にごみを捨てると、不法投棄として罰せられます。

①居室等が指定されている学生は、居室等でそれぞれの分類に分別し
　て貯留し、指定された日時に指定された集積場へ持ち込んでくださ
　い。詳細は担当の教職員に確認してください。

②実験で使用した廃棄物については、教職員用の手引の産業廃棄物を
　参照し、担当の教職員の指示に従ってください。

③分類の詳細については、金沢市発行の「家庭ごみ分け方・出し方」
　を参照してください。

④課外活動等で発生する多量のごみや大型廃棄物は学生部学生相談
　係に連絡してください。

可燃ごみ

紙くず、布くずは化学物質などが付
着していないこと。
➡可燃ごみ箱へ。

ペットボトル（飲食用）

キャップは外す。リサイクルマーク等
で確認する。できたら、ひと洗いする。
➡ペットボトル用ごみ箱へ。金属キャッ
プは空き缶用ごみ箱へ、プラキャップは
プラごみ箱へ。

容器包装プラスチック

実験で使用したものは除く。リサイ
クルマーク等で確認する。カップめ
ん等の残り汁は生協等にある指定の
容器へ、汚れはひと洗いするかティッ
シュペーパー等でひと拭きする。（テ
ィッシュペーパーは可燃ごみ箱へ）。
➡プラごみ箱へ。

空きビン（飲食用）

キャップは外す。できたら、ひと洗い
する。
➡空きビン用ごみ箱へ。金属キャップ
は空き缶用ごみ箱へ、プラキャップはプ
ラごみ箱へ。

空き缶（飲食用）

キャップは外す。リサイクルマーク等
で確認する。できたら、ひと洗いする。
➡空き缶用ごみ箱へ。金属キャップは
空き缶用ごみ箱へ、プラキャップはプラ
ごみ箱へ。

廃乾電池

充電のできる電池は別にする。
➡廃乾電池類は生協でも回収している。
できるだけ各家庭に持ち帰り、市町村の
指定に則り搬出する。

生活系排水 実験系排水

➡実験室の流しへ。原則として３次洗
浄水までは廃液として回収する。生活
系排水（特に食べ残しの液体等）は流
さない。

下 水 道 排 水廃 棄 物

洗剤などは少なめに使う。食べ物の
固形の食べ残しは別途貯めて、燃え
るゴミにする。食べ残しのうち、油
分を含むものは紙等に吸わせて燃え
るごみにするを工夫する。
➡手洗い場、リフレッシュルーム等の流
し、食堂、トイレ

廃紙類

できるだけ各自家庭に持ち帰り、市
町村の指定に則り搬出する。または
地区の学生係に相談する。ホッチキ
ス等は外しておく。
➡汚れのひどいものは可燃ごみ箱へ。

燃やさないごみ（埋め立てごみ）

➡燃やさないごみ箱（埋め立てごみ）へ。

生ごみ、紙くず、布くず、シール台紙、
裏カーボン紙、写真、窓付き封筒など

飲料の入っていた
ペットボトル

カップめん等の
容器、ポリ袋、プ
ラスチック容器、
ラップ類、ボトル
類、ラベル類など

実験器具の洗浄

飲食物の入っていたビン 飲食物の入っていた缶 マンガン電池、アルカリ電池、
ボタン電池など

手の洗浄、
食器などの洗浄、
トイレ

わら半紙、雑誌、厚紙、書籍（ビニー
ル等は外す）、コピー用紙など

実験で使用したもの、資源ごみ、燃や
すごみ、、粗大ごみ以外のもの

➡購入店や生協で回収しているので利
用する。

インクカートリッジ（プリンター用）

大学で処理する廃棄物は、大学での活動で発生したものだけです。
家庭などのごみ類やごみ類になるものは持ち込まないでください。


